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今なぜコスト削減か？

１．大学の使命は、教育と研究を通じて、人類社会へ
 の貢献をなすこと。

２．『神戸大学ビジョン２０１５』にも示されているとおり、
 この使命の達成に向けて、本学の構成員が一体と

 なって取り組まねばならない。

３．貴重な資金で、優れた教育と研究活動を実施する
 ためには、『コスト削減の徹底的な追及』が必要。

４．この局面を切り開くものとして、コスト削減活動－
 『コストサクゲンジャー』活動が一つの鍵となる。
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本学のコスト削減活動

１．事務局コスト削減プロジェクト（H20年～先行実施）
☆

 
事務局物件費約10億円の5％＝50百万円目標
⇒49,469千円（H22’実績見込）、達成率98.9％

２．全学コスト削減プロジェクト（Ｈ22～実施中）
☆

 
全学に係る物件費（附属病院を除く）約65億円
（平成20年度決算額）の3％≒２億円目標

☆
 

全学コスト削減方策を策定し、学長に答申
（平成23年2月22日答申）

☆
 

コスト削減を継続して実施するための具体的な
ＰＤＣＡサイクル体制の構築。
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コスト削減方策の考え方

１．『３つの観点』により策定
『調達改善』・・・調達方法等を改善すること。
『運用改善』・・・運用方法等を改善すること。
『設備改善』・・・設備自体を改善すること。

２．『実施時期』ごとに整理
『短期』・・・平成23年4月から実施可能事項。
『中期』・・・１年程度の検討・調整が必要な事項。
『長期』・・・２～３年程度の検討・調整が必要な事項。

Ｂ/Ａシートを作成

明るく、楽しく！
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Ｂｅｆｏｒｅ/Ａｆｔｅｒシート

１．Ｂｅｆｏｒｅ/Ａｆｔｅｒシートとは・・・、

コスト削減方策を検討するにあたり、現状とコスト

削減後の状況とを対比させることでコスト削減方

策の考え方を整理し、かつビジュアル的に分かり

やすくした図表。



対象金額

 

３７５，３４８千円対象金額

 

３７５，３４８千円 削減金額

 

６３，４６４千円削減金額

 

６３，４６４千円

Before After

削減方策（複合機のレンタル契約の見直し）削減方策（複合機のレンタル契約の見直し） ①調達－１

レンタル契約（３年更新）

＊現在、複合機の契約は随意契約を
行っており契約期間は３年（賃貸
借契約）及び１年（保守契約）で
ある。

＊平成２０年度からは、一部の複合機
の契約は一般競争契約を行い、契約
期間は３年（賃貸借契約及び保守契
約）である。

＊複数のメーカーの機器を複数業者か
ら調達し、かつ保守は単年度契約し
ているためスケールメリットが活か
されておらず、また、これに伴って
複合機に関わる調達事務等が煩雑と
なっている。

Hurdle

＊賃貸借契約と保守契約の両方と付

帯するサービスを合わせた役務契

約を実施する。

＊契約期間を５年とする。

（現状は賃貸借契約は３年）

＊契約期間を長期（５年間）にする
とその間機種の変更ができない。

＊サービス提供機器の選択肢が少な
くなる。

＊機器によっては、現在よりも割高
になる場合がある。

＊契約時に、各部署に設置する複
合機が用途に適している機種で
あるか十分に検討する。

Clear

レンタル契約（５年更新）
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１．実施時期等の区分
①短期

 
・・・平成23年4月から実施可能と思われる事項

②中期
 

・・・１年程度の検討・調整が必要と思われる事項
③長期

 
・・・２～３年程度の検討･調整が必要と思われる事項

④その他・・・概算要求などの予算措置が必要な事項

２．コスト削減見込額（概算）
①短期（第一次）削減額

 
⇒

 
９３，７２２千円

②中期（第二次）削減額
 

⇒
 

１６，８７４千円
③長期（第三次）削減額

 
⇒

 
４５，８８４千円

④その他削減額
 

⇒
 

４７，７８７千円
合

 
計

 
２０４，２６７千円

コスト削減見込額について

２億円の
目標達成!?
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※
 

全学的なコスト削減の『PDCAサイクル』体制の構築。

ＰＬＡＮ
コスト削減

 方策の策定

ＡＣＴＩＯＮ
コスト削減
方策の見直し

ＣＨＥＣＫ
コスト削減

 方策の検証

ＤＯ
コスト削減

 方策の実施

コスト削減の

PDCAサイクル

※全学的に継続して『コスト削減』活動を行うことが重要！

ＰＤＣＡサイクル体制の構築
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５つの柱の推進を！

１．継続
☆

 
『継続する』根気が成功へのファクター

２．ＰＤＣＡの徹底
☆

 
ＰＤＣＡサイクルを構築し、徹底して行っていく。

３．見える化
☆

 
２つの『見える化』を推進（①成果、②内容等）

４．部局単位の推進～横展開
☆

 
将来的に部局単位の取り組みに移行⇒横展開

５．ＤＮＡ化
☆ コスト感覚とコスト改善意識を有する構成員へ。
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コスト削減活動は、まだまだ  
始まったばかりですので、ご  
理解とご協力をお願いします。
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